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平
成
配
年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は
把

月
９
日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、
吃
月
定
例
会

初
日
に
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
採
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
一
般
会
計
一

歳
入
総
額
５
百
劃
億
９
千
３
百
型

万
円
、
歳
出
総
額
５
百
露
億
５
千
６

百
％
万
円
、
実
質
収
支
は
逓
億
２
千

４
百
羽
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
景
気
の
低
迷
や
雇
用

永
田
政
弘
議
員

’

蕊平成23年度決算

特別委員会を

設置

代表質問とは、市政全般について各

i会派“f表惹が行う箪悶をいいま蔀。※
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小
平
市
が
目
指
す

教
育
の
姿
に
つ
い
て

議
員
①
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計

画
に
つ
い
て
来
年
度
は
具
体
的
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

②
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
具
体
策
を
考
え
て
い
る
か
。

③
小
・
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
向

け
た
検
討
の
開
始
を
望
む
が
ど
う
か
。

教
育
長
①
教
育
委
員
会
で
も
現
在

小
平
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

中
で
、
今
後
、
年
間
の
市
の
教
育
が

目
指
す
方
向
性
と
そ
の
実
現
の
た
め

の
施
策
を
示
す
予
定
で
あ
り
、
来
年

度
以
降
は
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
施
策

を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
。

②
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に

よ
る
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
事

業
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
等
の
地
域

教
育
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

③
現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
義

務
教
育
修
了
時
に
達
成
さ
せ
た
い
巧

歳
の
子
ど
も
像
を
設
定
し
、
そ
の
具

体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
小
．

中
連
携
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

2日目に行っています。質問時間は会
(市長提案の説明要旨）
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の
悪
化
等
に
よ
り
市
税
の
減
額
を
見
施
や
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
助
成
の
が
続
き
ま
し
た
。
、
工
事
や
合
流
式
下
水
道
改
善
対
策
の

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
法
人
市
民
税
拡
充
な
ど
、
放
射
線
対
策
で
は
空
間
覆
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
一
た
め
の
雨
水
浸
透
工
事
等
を
、
雨
水

や
市
た
ば
こ
税
等
の
税
収
が
伸
び
た
放
射
線
量
の
測
定
や
学
校
及
び
保
育
歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
の
増
に
整
備
事
業
で
は
落
合
川
排
水
区
の
雨

こ
と
な
ど
か
ら
、
４
年
ぶ
り
に
前
年
園
の
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
よ
り
保
険
料
が
５
千
万
円
の
増
と
な
水
鐸
舞
築
造
工
事
等
を
そ
れ
ぞ
れ
計

度
の
税
収
額
を
上
回
り
ま
し
た
。
一
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
り
、
歳
出
で
は
、
広
域
連
合
に
納
付
画
的
に
進
め
、
歳
出
総
額
は
墾
億
７

方
、
民
生
費
を
中
心
と
し
た
基
準
財
一
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
〕
す
る
療
養
給
付
費
負
担
金
が
７
千
万
千
３
百
狸
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

政
需
要
額
の
伸
び
な
ど
か
ら
普
通
交
歳
入
総
額
百
沌
億
６
千
９
百
詔
万
円
の
増
と
な
、
り
ま
し
た
。
‐
‐
１
１
’
卿
同
卿
；
Ｘ
開
聞
”
“
●
－
１
１
‐

付
税
の
交
付
額
が
増
額
と
な
り
ま
し
円
、
歳
出
総
額
百
節
億
８
千
９
百
”
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
◎
Ⅱ
委
員
長
○
Ⅱ
副
委
員
長

た
の
で
、
こ
の
財
源
を
財
政
調
整
基
万
円
、
実
質
収
支
は
４
億
７
千
９
百
小
平
市
の
対
象
者
は
約
‐
方
７
千
９
■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

金
の
残
高
確
保
に
活
用
し
、
財
政
運
詑
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
百
人
、
歳
出
総
額
は
”
億
８
千
４
百
◎
永
田
政
弘
○
石
毛
航
太
郎

黙
畷
》
柵
鱗
驚
職
騨
蛎
噸
裁
錬
撫
購
諭
霞
７
千
窪
撫
洲
洋
》

保
全
地
区
に
指
定
し
た
上
水
新
町
一
計
か
ら
の
繰
入
金
が
最
終
的
に
妬
億
９
百
３
人
、
要
介
護
℃
要
支
援
認
定
惇
癖
ひ
ろ
垂
蝿
向
美
》
蓉

丁
目
の
保
存
樹
林
の
購
入
、
無
料
ク
円
と
な
り
ま
し
た
。
者
数
は
６
千
百
卯
人
と
な
り
、
と
も
村
松
ま
さ
み
幸
田
昌
之

、
ｌ
・
ボ
ン
券
を
活
用
し
た
大
腸
が
ん
検
歳
出
で
は
、
被
保
険
者
数
は
前
年
に
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
歳
麗
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会

診
の
実
施
、
あ
か
し
あ
通
り
へ
の
自
度
に
比
べ
０
．
６
％
の
減
と
な
り
ま
出
の
９
割
以
上
を
占
め
る
保
険
給
付
◎
立
花
隆
一
○
細
谷
正

転
車
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
第
一
一
茨
し
た
が
、
保
険
給
付
費
は
１
．
４
％
、
賛
は
卯
億
６
千
％
万
円
で
、
前
年
度
磯
山
亮
岩
本
博
子

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
着
『
’
億
５
千
８
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
に
比
べ
６
．
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
川
里
春
治
木
村
ま
ゆ
み

実
に
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
た
。

滝
口
幸
一
常
松
大
介

日
本
大
震
災
発
生
後
の
取
り
組
み
と
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護
納
付
一
下
水
道
事
業
特
別
会
計
一
津
本
裕
子
橋
本
久
雄

し
て
、
防
災
対
策
で
は
防
災
行
政
無
金
を
合
わ
せ
て
約
３
億
円
の
増
と
な
下
水
道
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
汚
水
整
宮
寺
賢
一
山
岸
真
知
子

線
の
増
設
に
向
け
た
音
響
調
査
の
実
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
備
事
業
で
は
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
吉
池
走
か
ゆ
き

ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
。
４
。
〃
凸

と詮の答錦⑨要旨を掲載紙面には質

膨談じだ。

要紙面には質問と遥

膨典談じだ。￥
霧騨 聴
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陵
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す
て
き
に
進
化
す
る
ま
ち

小
平
市
の
あ
“
し
た
を
目
指
し
て

議
員
①
来
年
度
予
算
の
基
本
方
針

は
。

②
小
平
の
未
来
を
切
り
開
く
成
長

戦
略
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
今
後

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

市
長
①
課
題
や
財
政
状
況
等
を
踏

ま
え
、
月
末
を
目
途
に
予
算
の
編
成

方
針
を
決
定
し
、
そ
の
中
で
示
す
予

定
で
あ
る
。

②
財
政
の
硬
直
化
等
が
進
む
中
で

市
民
と
行
政
の
守
備
範
囲
を
見
直
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
い
き
い

き
と
し
た
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
、

持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
震
災
時
等
の
業
務
継
続
を
可
能

に
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特
化
し
た

業
務
継
続
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

ク
ラ
ウ
ド
方
式
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
導

入
を
検
討
し
、
よ
り
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
の
管
理
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。
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